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【会 社 名】 ハイティラ株式会社 
【英 訳 名】 HyTILA Corporation

【法 ⼈ 番 号】 ５１８０３０１０３８０３４
【e-Rad 機関番号】 ６７３２０６６９８８
【代表者の役職⽒名】 代表取締役CEO 平野 嘉仁  
【本店の所在の場所】 愛知県岡崎市明⼤寺町⻄郷中３８番地 ⾃然科学機構 分⼦科学研究所内
【設 ⽴】 2023年11⽉10⽇ 

【資 本 ⾦】 950万円（2023年12⽉1⽇現在） 
【発⾏済株式数】  950株（2023年12⽉1⽇現在） 
【事 業 内 容】 レーザおよびその関連製品の研究、開発、製造、販売
 レーザおよびその関連製品設計及び開発･評価の受託業務
 レーザ応⽤技術の研究開発およびコンサルティング 

【取引銀⾏】 住信SBIネット銀⾏、三菱UFJ銀⾏、岡崎信⽤⾦庫

会社概要
ハイティラ株式会社 HyTILA (Hyper Tiny Integrated Laser ) Corporation
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〜分⼦研 平等G 成果の発展・社会実装〜

常温接合技術

光学セラミック技術

光学機能集積技術

TILAコンソーシアム

セラミクス材料開発
（大型材料・安価） 常温接合技術開発（異種材料集積化）

周期分極反転技術開発（LN,LT,水晶など）

TILAコンソーシアム

セラミクス材料開発
（大型材料・安価） 常温接合技術開発（異種材料集積化）

周期分極反転技術開発（LN,LT,水晶など）

TILAコンソーシアム

セラミクス材料開発
（大型材料・安価） 常温接合技術開発（異種材料集積化）

周期分極反転技術開発（LN,LT,水晶など）

⾼性能⼩型集積レーザ
HyTILA: Hyper Tiny Integrated Laser 

TILAコンソからの起業
ご説明資料
TILA: Tiny Integrated Laser （小型集積レーザ）

フォトニック結晶技術
Siフォトニクス技術など

融合

技術⾰新: 
超⼩型・軽量で、MWクラスの⾼ピークパワーレーザ

誘電体
半導体

特許第6245587号
特許第6955302号

特許第5281282号
特許第5688102号
特許第5688102号 他

特許第4530348号
特許第5105358号
特許第6324452号 他

・⾼繰返し、⾼輝度（⾼ビーム品質・⾼スペクトル純度）
・各種波⻑に対応

（応⽤） ・レーザイメージング普及（宇宙、航空、⾞載）
・エネルギー、量⼦装置の実⽤化

4

会社設⽴の背景
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特許使⽤権の設定（契約書抜粋）

特許使⽤権について
特許第6245587号

特許第6245587号

特許第6955302号
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⼩型集積レーザの可能性
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ヴィジョン

次世代の⾼性能⼩型集積レーザの開発を通じて
宇宙・計測・量⼦・エネルギー技術に⾰命を起こす

2023.06.30

PCSELを用いた
FMパルス方式の検討
(衛星搭載高度計）

宇宙 計測 量⼦ エネルギー
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表⾯活性接合（inter-layer assisted surface activated bonding : il-SAB)

接合品

DFCチップ形成（切断・整形・コーティング）

特許第6245587号︓独占的使⽤実施権
特許第6632644号︓使⽤実施権

キー技術︓DFCチップ DFC: Distributed Face Cooling

8
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光励起

⾼熱伝導材（サファイアなど）

発熱材料（Nd:YAG, Cr:YAGなど）

DFCチップ

温度分布 （側⾯冷却の場合）

!"#!,#(%) = ()*)+ + (* − 1)/ + *
$/0!,#1 ∫%

&  Δ+(%, 6)76 

DFCチップの特⻑
チップ内の材料別の積分温度分布

発熱 ︓4.78W at Nd:YAG
1.26W at Cr:YAG

発熱分布 ︓1.6mmΦ
ロッド径 ︓3.0mmΦ

個別チップで発⽣する光路差（熱レンズ、熱複屈折など）

①材料の光学特性 ②熱伝導特性で決まる
温度分布

0.9° 10°

10°1.8°

1° 7°

Nd:YAG

Nd:YAG

Cr:YAG

S(1)

S(2)

S(3)

DFC: Distributed Face Cooling

②を⼩さくしレーザの熱特性を⼤幅に改善 !!
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発熱 ︓4.78W at Nd:YAG
1.26W at Cr:YAG

発熱分布 ︓1.6mmΦ トップハット
ロッド径 ︓3.0mmΦ

計算条件

DFCチップの有効性

Nd:YAG バルクロッド

規
格

化
熱

レ
ン

ズ
焦

点
距

離
( 

f ∝
1/

O
PD

) 
Nd:YAGの厚み (mm)

DFCチップ
レーザ特性︓ Nd:YAG
熱歪み特性︓サファイア

1

N 

DFC: Distributed Face Cooling

発熱領域を薄くしていくことでレーザ媒質の熱物性
をエンジニアリングできる !!
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②
①

③

④

⼩型集積レーザ開発ロードマップ
⼩型・短パルス（<1ns）レーザ発振器 (MOPAではない） 開発を指向

① Stack LD励起 固体

② Pulsed Fiber LD/M励起
DFC（サファイア）

③ CW Fiber LD/M励起
DFC（⾼熱伝導）

④ PCSEL 励起
DFC（⾼熱伝導）

LIBS, レーザピーニング

平均パワー

応⽤︓

衛星搭載⾼度計ライダー
応⽤︓

THzイメージング他
応⽤︓

衛星搭載イメージングライダー
⾞載LiDAR

応⽤︓

©JAXA

©JAXA
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宇宙関連レーザ開発

JAXA殿 研究開発契約
地球観測⽤⾼度計ライダー衛星に向けた⼩型集積レーザの活⽤検討

JAXA殿 研究開発契約
⾼度計ライダー衛星に向けた⼩型集積レーザの概念設計及び試作評価

2023年度

2024年度,   2025年度

JAXA宇宙戦略基⾦ ⾼出⼒レーザの宇宙適⽤による⾰新的ライダー技術

“フォトニック結晶レーザと固体結晶融合による⾰新的衛星ライダー技術の開発”
研究代表機関 京都⼤学 （野⽥先⽣）
研究分担機関 分⼦科学研究所、⼤阪⼤学、ハイティラ株式会社

2024年度 ~  2029年度

⽂科省

これまでの受注・採択実績
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宇宙環境(ISS)
での技術実験
(MOLI) ⾼度計ライダー衛星

第⼆世代
⾼度計ライダー衛星
第⼀世代

レーザ光

地上計測⾯
衛星直下点
の線的計測

レーザ光

地上計測点

13

⼤きさ︓
~40×20×15c
m

発振部＋光学
系

増幅機器

複数の光学部
品

衛星搭載可能な⾼効率・⼩型レーザ

衛星ライダーの構想

2020年後半 2030年前半〜

★ 超⼩型・短パルスレーザ
★⾼繰り返しスキャニング
★⾼感度受信システム[LRSJ 1(2), 45 (2020)] 理化学研究所との共同研究

HyTILAとの共同開発契約

地表⾯的
点群計測

⾰新的な⾼度計ライダー衛星に
向けた技術開発・実証
（⼤学・⺠間等主体）

打上げ想定
2028年 試作機 2029年 実証機

⽂部科学省『官⺠連携による光学観測事業構想』
衛星開発・実証⼩委員会資料 ‘25.1.22 より改変
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衛星⾼度計ライダーの計測（3D地図の作成）

極周回軌道衛星
（90~100分で１周）

衛星⾼度︓H

測定点次の測定点

測定繰り返し周期

𝐸." = 𝐸# ⋅ 𝜂# ⋅ 𝑇$%& ⋅
𝜌
𝜋 ⋅ 𝑇$%&

𝜋𝐷'

4𝐻' ⋅ 𝜂"

衛星軌道直下点の距離（⾼度）をTOF︓Time of Flight⽅式で取得

レーザ光

地上計測点

衛星直下点の
線的計測

反射率︓ρ

⼤気透過率︓T atm

送信系透過率 ηT
受信系透過率 ηR
受信開⼝径 D

送信エネルギー 𝑬𝑻受信エネルギー 𝑬)

⼤気透過率︓T atm

回線（ライダー⽅程式）
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レーザー出力：𝐸!
5mJ
7.5mJ
10mJ
12.5mJ
15mJ
17.5mJ
20mJ

8mJ at 1ns パルス (弊社開発⽬標値）

SNR10

⼩型集積レーザーの衛星搭載優位性

20mJ at 7ns パルス (MOLI)

Pd :  >０.99
FAR:  < 0.01

SN
R 

（
信

号
雑

⾳
⽐

）

計測距離精度︓10cm 以下

⼩型集積レーザは、⼩型軽量（ヘッド <1kg) で搭載に向くとともに、
短パルスであることも省エネルギーとなり衛星搭載に有効

＠

©JAXA
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フィルタリングされた受信信号のパルス幅

0.5ns →1.8ns

5ns → 5.2ns

距離精度（RMS) アナログレベル

8.6cm

1.8cm

B:220MHz

HyTILA Corporation 16

⼩型集積レーザーの衛星搭載優位性 ©JAXA

⼩型集積レーザの短パルス性能は測距精度の向上にも有効
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コンデンサ
バンク

DC

ファイバ結合
励起LD

ファイバ結合
励起LD

ファイバ結合
励起LD

レギュレータ

GND

ホモジェナイザ

エンドキャップ

フェルール

励起⽤光ファイバパルス電源 励起LD

パルス信号

電流値
パルス幅 励起光学系 DFC共振器

サーマルストラップ

レーザヘッド（⼩型集積レーザ）

ヒートパイプヒートパイプ
ラジエターパネル

バス

ライダ信号処理

冷却板冷却板

17

想定する搭載のレーザ構成

17

©JAXA
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レーザ反転分布

受動Qスイッチ

レーザ光

レート⽅程式解析による設計

> 8mJ
＞15%

パラメータ決定︓ ・励起パワー、励起パルス幅
・ミラー反射率・QSW OD
・利得径・レーザビーム径,共振器⻑

レーザビーム径 (mm) レーザビーム径 (mm)

レ
ー

ザ
出
⼒
(m

J)

ベンチトップ試験での確認

励起ビーム半径︓0.8mm
QSW初期透過率︓30%
ミラー反射率︓30％

レ
ー

ザ
効
率

（
％

）

出⼒: 9.7mJ
効率︓16%

設計技術（レーザ設計例） ©JAXA
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ホモジナイザー

コリメート
レンズ

集光
レンズ

リアミラー

DFCチップ

ガウシアンミラー不安定共振器

励起光学系

励起光 内部を全反射して伝搬

出射端

様々な⼊⼒に対して
均⼀性を確認

⼊射端

L

形状
1.414

1.29

1.195

-225-850 -410

熱レンズ焦点距離

倍
率

⼨
法

リレー

励起分布ファイバ

◯ 放射線耐性 ︓トータルドーズ : 1000krad
◯ 耐真空 ︓ 10-9 torr
◯ 低アウトガス︓ポリイミドジャケット

シリカコア ,フッ素ドープクラッド , ポリイミドジャケット

設計技術（光学設計例） ©JAXA
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設計技術（構造設計例）

１次モード
1284 Hz

２次モード
1364Hz

３次モード
2499 Hz

上下⽅向の１次屈曲揺れ 左右⽅向の１次屈曲揺れ ２次屈曲揺れ
（斜め⽅向倒れ含む）

有限要素法を⽤いた構造解析
固有値解析例

部材各部の応⼒検討例

記号 加振
⽅向
(X/Y/Z)

1G 負荷
時応⼒
[MPa]

最⼤加
速度
[G]max

発⽣応
⼒
[MPa]

部材の許
容応⼒
[MPa]

安全率

A X、Y 0.04 100 4 325 81.25
B Z 0.2 100 20 888 44.4
C Z 0.2 100 20 355 17.75

A

C

B

上下⽅向の１次屈曲揺れ 左右⽅向の１次屈曲揺れ ２次屈曲揺れ
（斜め⽅向倒れ含む）

１次モード
2099 Hz

２次モード
2545 Hz

３次モード
2860 Hz

部材︓SUS 部材︓Al

20

©JAXA
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設計技術（熱設計例）
DFC内の温度分布

2D モデル 3D モデル

レーザミラー間の熱変形解析例

2D モデル
3D モデル

ロッド上下の温度差
過渡的なレーザ光軸の傾き計算例

6µrad

24µrad

有限要素法を⽤いた熱解析

時間 (s) 
100 200 300

温
度
(°

C)
 

©JAXA
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⼩型集積レーザ試作例

©JAXA
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（１）しきい値エネルギーと出⼒エネルギー

しきい値︓60mJ以下

出⼒︓ 8mJ以上

300Hz
出⼒︓9.5mJ
閾値励起エネルギー︓60mJ
光変換効率︓16% 
推定電気効率︓ 5.1 %

・電源 80%
・ LD 50%
・ 励起光学系 80%  

評価結果 ©JAXA

Repetition Rate (Hz) 

O
ut

pu
t E

ne
rg

y 
(m

J)
 

Th
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sh
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d 
En
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gy

 (
m

J)
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1ns 以下

300 Hz

評価結果
（２）パルス幅

©JAXA

＠JAXA
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50Hz 100Hz 150Hz 200Hz 250Hz 300Hz

評価結果
（３）ビームプロファイル(FFP)

©JAXA

１５０Hz以上で、熱複レンズの影響が出てきて⾮点収差が発⽣している。
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3以下

（５）M2 ＝√Mmaj2 ・ Mmin2 

50Hz

300Hz

評価結果 ©JAXA
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閾値エネルギーの初期変動はなし

27

初期値からの変化はなし
9.5 mJ ~ 10 mJ

励起パルス幅
（Pump- laser timing difference)

レーザー発振波形

励起パルス幅
閾値

閾値⼊⼒
エネルギー

励起パルス波形

励起LDパワー

評価結果︓連続動作（300 Hz, 300 Hours) ©JAXA
3.24 x 10 8  shots
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環境試験実施例
振動試験 プロトン照射試験

真空動作試験
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⾼出⼒化の例
６時間連続動作試験

Pulse Peak 
Power (MW) 28.3

©JAXA
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⼤きさ︓
~40×20×15cm

発振部＋光学系

増幅機器

複数の光学部品

JAXA 現⾏ライダー⽤レーザ

2023 システム・概念設計検討
2024 設計・製作・試験（真空・放射線、振動）
2025 改良設計・試験 (EM検討）

宇宙⽤⼩型集積レーザ

20cm

15cm

10c
m

派⽣検討
LIBSなど

派⽣検討

.

サイズ1/100

超⼩型集積レーザ（HyTILA)

PCSEL

利得媒体

可飽和吸収体

ヒートシンク サブマウント

TILAコンソからの起業
ご説明資料
TILA: Tiny Integrated Laser （小型集積レーザ）

2024~2026 超⼩型集積レーザの開発
2027~2029 超⼩型3Dライダ装置の検証

JAXA基⾦︓京⼤、阪⼤、分⼦研、HyTILA

エンドキャップ
光ファイバ

コリメータ
レンズ

集光
レンズ

TILAコンソーシアム

セラミクス材料開発
（大型材料・安価） 常温接合技術開発（異種材料集積化）

周期分極反転技術開発（LN,LT,水晶など）

海底イメージング・THzイメージングなど

派⽣検討
⾞載LIDAR⽤光源

Flash or addressable
100W → 100kW

⾼繰り返し化

今後の開発の流れ
0.5mJ x 10 kHz 10mJ x 300Hz 

⾼エネルギー化

30

サイズ1/10

⼩型・量産化
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u超⼩型・⾼ピーク出⼒レーザ応⽤システムに向けて

⾼性能⼩型集積レーザの(共同)開発相談を承ります。

info@hytila.com

コンソーシアムの皆さまへ

関連技術の(共同)開発・サポートをお願いします。

⭐ HP作成中

u⾼性能⼩型集積レーザ開発に向けて


